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1.は じめ に

韓 日の歴史の中で、両国間の技術交流 は韓 日関係のいろいろな側面か らみ ても、その比

重や重要性 は、ほんの一部分である とも言 えよう。 しか し、交流 とい うことに限定 して見

ようとす ることは、交流 という点 も一つの特徴 として考 え られるす ば らしい独 立 された主

題であ って、何 よ りも両国の未来を大切 に していこうとす る可能性が含 まれていることに

大 きな意味があると思 う。韓 日の相互理解 を通 して、 もっ といい両 国の関係 を期待す る目

的がある と考 え られる。

歴史研 究に より、歴史的な真実が 明らかにな り、 また明 らか になった歴 史的 な真実 は歴

史教育 を通 じて後の世代へ と伝 えられる。 この ようなことか ら、韓 日交流 という側面が後

の世代 の教育の場で どのように教 え られているのかを今の段階で検討 してみることは大変

意味のある作業である と考え られる。今 日の歴史教育 における教科書 の比重 は、だんだん

弱化 されてい くところがある と思われる。それか ら生徒 たちの韓 日関係 または日本 に対す

る認識 は、教科書 よ りかえって教 師か らの話、両親、新聞、テ レビな どのマスコミよりも

っ と大 きく影響 を与え られているとも思われる。 このようなこ とか らも教科書が歴史授業

の基本 テキス トとして持 っている比重 は決 して過小評価 されるべ きではないだろう。

現在、韓国の高等学校教育は2002年 か ら第7次 目の教育プログラムによって行われてい

る。第7次 の教育 プログラムによる歴史教科 目の編制 は次の とお りである。人文系、実業

系 ともに高校1年 の時は`国 史'を4単 位(週2時 間)と 定 め られてい る。 日本 とは違っ

て韓国の`高 等学校国史'教 科書は、 国史編纂委員会 と1種 図書編纂委員会 と共同で編纂
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1)

す る1種 図書 としての1種 類 しかない。第7次 の`国 史'教 科書がそれ以前の教科書 とは
2)

異 なる大 きな特徴 は、は じめて分類 史の体制をとった ことであ る。時代順 の配列ではな く、

先史時代 と近現代史の ところを除いて、政治、経済、社会、文化 な ど大 き く四つの分類史

の体 制に合 わせ て内容が編成 されてい る。そ して`国 史'の 扱 っている範囲が前近代 まで
3)

で、近現代史の部分は極めて簡略に添加されている。

今まで歴史教育を巡って民間次元で両国の間で多 くの交流が交され、また研究成果も相
4)

当蓄積 された。教科書に書かれた韓 日関係史記述の特徴が時代別に整理されるなど、特定
5)

の主題 に対す る研究動向や教科書の記述が証明された りした。 しか し韓 日間の交流全般 に

焦点 をしぼって教科書 を分析 した研 究 はな く、新 しく出た第7次 目の教科書 を分析の対象

とした研 究は、 まだ始めたばか りであ る。

本稿 では、韓国の高校 で使われてい る`国 史'教 科書 において韓 日交流 と関連 した記述

部分 の分析 を通 じて韓 日交流 に対す る歴史教育の実態 を探 ってみたい。 したがって、韓 日

交流 と関連 して主に とり上 げる時期の ほとんどが前近代の部分 となる。 まず教科書 に現 れ

た韓 日関係 と関連す る単元 と記述頻度程度を把握 し、 その後、第7次 目の教科書を中心 に

時代別 に韓 日交流 の記述内容 とその特徴 を調べ てみるこ とにす る。最後 に、記述上の変化

とそれが もつ意味 を前回の第6次 目の教科書 と比較するこ とに よって、 これか らの展望 と

方向 を提示 してみたい。

2.教 科書 における韓 日関係 の記述頻度

韓国の歴 史において 日本 は中国 と同様に一番密接 な関係 をもって頻繁 に接触 した国であ

る。 この三つの国は昔か ら同 じ文化 圏内に属 してお り多 くの交流が行 われ、現在 でもまた

これか らもそ うであると思われる。 これは地政学的な側面か らみて歴史的な宿命 と同 じこ

とであろう。

この ような ことか ら`国 史'教 科書では、 日本 と関連す る言葉や文章が頻繁 に挙げ られ
6)

てい る。`国 史'教 科書の前近代の時期 に現れた論及の回数 を調べてみ ると、三国時代20

回、南北 国時代12回 、高麗時代17回 、朝鮮時代67回 と、合 計116回 にわたって論及 されて
7)

い る。この数は、 どの民族や国 より論及の頻度が高 くなってお り、両国間で密接 に交流 し

ていた関係 を表 している証拠であろ う。

そ して時代 ごとに集 中的に 日本 との 関係 をとりあげた独 立 された小単元や項 目が次の表

1の ように設定 されてお り、その記述 の比重が推測 される。

しか し、 日本 に対す る頻繁 な論及や独立された小単元及 び項 目の設定その ものは、両 国

の友好 を保 証す ることで はない。なぜ なら肯定的な側面の記述 よ り否定的な側面の記述の

比重が とて も大 きいか らである。
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表1`国 史s教 科書の韓 日関係の小単元と項 目

小単元 題名 項 目 題名

三国時代 4.日 本へ渡って行 ったわが文化 一三国文化の日本伝播

南北国時代 一日本へ渡 って行 った統 一新羅文化

高麗時代

朝鮮時代

5.朝 鮮初期の対外関係

6.両 乱の克服 と対清関係

7.対 外関係の変化

一日本及び東南アジアとの関係

一倭軍の侵略

一水軍 と義兵の勝利

一戦乱の克服と影響

一日本 との関係

`国史'教 科書 を貫いている日本 との関係 に対す る記述 のほ とん どは
、 日本が軍事的 に力

のあるときはよ く韓国 を困 らせ て きた ことである。高麗末海岸地域 に対す る倭の無差別的

な掠奪、正規軍隊を前に して侵略 した壬辰倭乱 や強い軍事力の近代の植民地支配な どがそ

の代表的な事例 である。侵略に よる被害が強調 されてお り、その侵略 に対す る克服過程 も

韓国の歴 史の中ではたいへん重要 な部分 を占めてい る。侵略 によって踏み に じられた韓 国

国民の自尊心 を守 ろうとす ることは日本 に対する韓国が文化的に優れていて、その優 れた

文化 を 日本 に伝 えたことを強調す るとい う形で現れている。

`恩恵'と`侵 略 とい う両極端 を行 き来す る中で感情 の幅が大 きくな り
、 日本 に対する

冷静な客観 的態度を維持す ることがたいへ ん難 しくなったのである。

3.時 代別韓 日交流の記述 とその特徴

ここでは範 囲を少 し縮めて、韓 日交流 に対 して時代別にわけて考察 したい。交流の種類

としては渡来人、帰化人、使臣の交流 などの人的交流 もあ り、相互貿易 や作物の流入 など

の物的な交流 もあ り、陶器、印刷 、性理学 な どの技術 ・文化的 な側面 においての交流 もあ

ったのである。以上のような両国間の多様 な形の交流 は独立 された対外関係や対外貿易関

連 の小単元で行 われ る場合が一般的であって、その他 には必要 なところに適切 に書 き込 ま

れている。

まず、三国時代 と南北 国時代の場合 は韓 日間の交流が活発 に行われた時期であって、 日

本 に大 きな影響 を与 えた と強調 して記述 されている。 「日本へ渡 って行 ったわが文化」 が

小単元の題名 として設定 されてお り、その細 目として 「三国文化 の 日本伝播」 と 「日本に

渡 って行 った統一新羅 の文化」 とが設定 されている。

では、「三国文化 の 日本伝播」 の本文内容 をみると次 の とお りである。
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三 国の文化が 日本へ伝播 され、 日本の古代文化の成立 と発展 に大 きく影響 を与 えた。

三国の中で 日本 と仲が よか った百済が三 国文化の 日本への伝授 に一番大 き く寄与 し

た。4世 紀に阿直岐は 日本 の太子に漢字を教 え、次いで 日本へ渡 って行 った王仁 は千

字文 と論語 を伝 え教 えた。6世 紀には怒利斯致契が仏教 と仏像 を伝 えた。 この ように

伝 えられた百済の文化 を元に して 日本が世界 に誇る広 隆寺の弥勒半珈思惟像 と法隆寺

の百済観音像が造 られた。その他 にも五経博士、医博士、暦博士 と天文博士、採薬師、

そ して絵師、工芸技術者たち も渡 って行ったが彼 らによって木塔が立て られ、百済の

伽藍様式が生れるようになった。

高句麗 も日本の古代文化 に大 き く影響 を与 えた。7世 紀 のはじめに曇徴 は紙や墨の

製造方法 を伝 え、法隆寺の壁画 を描いた と伝 え られている。僧侶恵慈は聖徳太子の師

匠 とな り、慧灌 は仏教 の伝播 に大 きく功 を立てた。 日本 の奈良県 で発見 された高松塚

古墳 の壁画が高句麗の水 山里 の古墳の壁画 とよく似 ているこ とか ら高句麗の影響力が

うかがわれる。

新羅は 日本 との交流 は少 なかったが、造船技術 と堤防を築 く技術 を伝 えて、韓人の

池 とい う名前 まで生れるようになった。三国の音楽 も伝 え られ 日本の音楽 に大 きく影

響 を与えた。

以上の ように三国の文化 は6世 紀頃の大和朝廷の成立 とともに7世 紀 頃の奈良地方

で発展 した飛鳥文化の形成 に大 きく影響 を与えた。(260-261頁)

そのほか、本文 にそえて`三 国文化の 日本伝播'と いう題名 の地図があ り、その伝播の

状況 を再 び明示的に提示 している。これ らによると高句麗 は東海 を渡って 日本の敦賀地域

に仏教、絵画、紙、筆 などを、百済は 日本の博多地域に儒学、仏教、絵画、天文、暦法 な

どを、伽椰 もやは り博多地域 に陶器の製作技術 を、新羅は 日本 の岡山に造船術 と築堤術 を

伝 えた と記述 している。それか ら敦賀、博多、岡山などに伝 え られた ものがその後奈良地

域 に伝 え られるようになった としている。(260頁)

日本 との物 的な側面か らの交流 も地図で整理 されてお り、その状況 も韓国側か ら日本へ

輸出 した とい うことを主 にして整理 されてい る。つ ま り高句麗 は海豹皮、毛皮類 を、百済

は穀物、織物類、新羅 は穀物、絹な どを輸出 した と記述 している。(138頁)

その他 に早 くか ら伽椰 の小 国たちは豊富 な鉄の生産 と海上交通 を利用 して倭の九州地方

と貿易 したこ とを記述 してい る。(51頁)ま た、百済の進んだ金属技術 を論 じた ところで

は優 れた製鉄 の物証 として4世 紀後半 に百済で製作 して 日本へ送 った七支刀 を挙げてお り、

(249頁)七 支刀の絵 による説明では`百 済 と倭 との交流関係 を示す遺物 として現在 日本の

石上神宮 に保管 されてい る'。(249頁)と 紹介 している。

次に 「日本へ渡って行った統一新羅の文化」項 目の本文内容 をみる と次の とお りである。
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三国文化 に次 いで統一新 羅の文化 も日本へ伝 えた。統一新羅の文化 の伝播 は日本か

ら派遣 された使 臣によって行 われた。元暁、強首、酵聡 らが発展 させた仏教 と儒教 の

文化 は 日本の飛鳥文化 の成立 に寄与 した。特 に審祥に よって伝 え られた華厳思想 は 日

本の華厳宗 を広 めるのに大 きく影響 を与 えた。

しか し8世 紀末 になって 日本の首都 を平安 に移 してか らは外 国文化 の影響 か ら脱 し

ようとす る動 きが起 こった。

白鳳 文化 に対す る補充説明においては"7世 紀後半に発達 した 日本の古代 文化 として唐

と新羅 の影響 を多 く受けた。仏像、伽藍配置、塔、律令 と政治制度で新羅の仏教 と儒教 の

影響が大 きかった"と 本文 を補 って説明 を付 け加 えている。

貿易 と関連 しては統一・新羅 の場合"は じめは 日本 との交流 を制 限 したため貿易が盛んに

行 われ なかったが、8世 紀 になって活発 になった。"(142頁)と 紹介 し、貿易路 を描いた

地図には蔚 山と清海鎮 か らのそれぞれ博多につ ながる貿易路が描かれてい る。(142頁)そ

れか ら渤海の場合 も"渤 海は 日本 との外交関係 を重視 して貿易 を活発 に行い、その規模 も

大 きくて一度に数百人 も行 き来 していた。"(144頁)と 日本 との貿易外交 関係 を特記 してい

る。

一方
、高麗時代の 日本 との関係 はそれほ どで はなかった と記述 してい る。すでに 日本が

8世 紀末か ら外国文化の影響か らぬけようとす る動 きがあった と紹介 し、その原因の一端

はすでに説明 した ところである。 しか も交流が全 く行 われなか った とい うことではない。

"日本 は11世 紀後半か ら行 き来 しなが ら水銀
、硫黄 などを持 って きて食糧 、人蓼、書籍 な

どと交換 して行 った。"(156頁)と 記述 して、相互交流の状況 を伝 えてい る。それは 日本

側か ら韓 国へ持 って きた品物が は じめて教科書 に明記 されたことに意味があるだろ う。

朝鮮時代 における日本 との関係は、安定的な交流 と相互対立の繰 り返 しが描かれてい る。

朝鮮前期 には三浦開港 による物的交流の側面が強調 されたが、壬辰倭乱 とい う侵略で帰結

され、朝鮮後期 には再 び通信使の往来 による友好的な関係が結局侵略 と植民地支配 と帰結

された事実が主な主題 として記述 されている。

まず小単元 「朝鮮初期の対外関係」の細 目として設定 された 「日本及び東南 アジァ との

関係」 というところの本文の中で、 日本 と関連 した内容 は、次の とお りである。

朝鮮は日本や東南アジアの諸国との交流には交隣政策を原則的に進めた。高麗末か

ら朝鮮初期まで続いた倭憲の侵略で、海岸地方の百姓たちは山の奥へ逃げて行って農

事ができないほどであった。これに対 して朝鮮は水軍を強化 し、性能の優れた戦艦 を

建造 した。特に火薬武器を開発 して船舶に装着するなど倭冠撃退に努めた。

これによって侵略と略奪が難 しくなった倭冠たちは平和的な貿易を要求するように
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な り、朝鮮 は一部の港 を開放 して制限 された貿易 を許 した。 しか し、その後 も倭冠の

略奪が続 き、 これを強力 に戒め ようと倭冠の巣窟である対馬を討った。同時に倭冠の

要 求を受 け入れて南海岸の釜山浦、齊浦(昌 原)、 塩浦(蔚 山)な ど3浦 を開放 して

貿 易 を許 し、次 いで癸亥約条(1443)を 締結 して限 られた範 囲内で交易 を許 した。

(109-110頁)

しか し16世 紀に入 ってか らは比較的平和であった両 国の関係 において対立が高 まりは じ

めた。1510年 の三浦倭乱、1555年 の乙卯倭変がその代表的な例 である。その後1592年 千辰

倭乱が起 こり大規模で全面的 な侵略戦争によって両国の関係 は完全 に打ち切 られて、相互

の信頼 も大 きく傷付 け られた。 これ らに関す ることは教科 書で詳 しく記述 されているが、

本稿 の主題 とは少 し離れているため省略す る。

文化の伝播 は戦争 の中で も続 けられ てきた。活字印刷、陶器技術、性理学 な どが代表的

にと り上 げられている。壬辰倭乱の 日本に及 んだ影響 と関連 して、教科書の本文 と補充説

明文にそれぞれ次の ように記述 されている。

一 壬辰倭乱 は対外的に 日本の文化が大 きく発展 をはか る動機 となった。 日本は朝鮮

か ら活字、絵、書籍 などを略奪 して持ち帰 り、性理学者 と優秀 な活字印刷技術者及 び

陶器技術者 な どを捕虜 として連れてい き、 日本の性理学 と陶器文化 の発達の もととな

った。(113頁)

一 李参平 をはじめ陶器技術者たちは日本へ引っ張 られて、 日本の陶器技術 の発達 に

決定的に寄与 した。 このため壬辰倭乱 を陶器戦争 とも言 う。(113頁)

一 李滉の思想が壬辰倭乱 の後 日本へ伝 え られ、 日本 の性理学 の発展 に も影響 を与 え

た。(294頁)

壬辰倭乱 の後、 しば らくの問打 ち切 られた韓 日の交流は再 開された。これは 日本側の要

求か らはじま り使 臣交換 にまで発展 されたが、 その主 な理 由は 日本側の厳 しい経済的打 開

と先進文化輸入の欲求、そ して何 よ りも政権の安定をはかろ うとする政治的な目的があっ

た ことが大 きな原因として指摘 されている。小単元 「対外 関係の変化」の細 目である 「日

本 との関係」 のところの本文内容 をみ ると次の とお りであ る。

壬辰倭乱で侵略 された朝鮮 は 日本 との外交関係 を断絶 した。 しか し日本の徳川幕府

は厳 しい経済の対策 として、先進文物 を受け入れるために対馬島主 を通 じて朝鮮 に国

交 の再開を要請 して きた。朝鮮 は幕府の事情 を聞いてか ら、戦争の時捕 らわれた人た

ちを連れて くるために惟 政(四 漠堂)を 派遣 して 日本 と講和 し、朝鮮 人捕虜7、000名
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あ まりを連れて きた(1607)。 次いで 日本 と己酉約条 を結び、釜 山浦 に再 び倭館 を設

けて制限 した範囲内での交渉を許 した(1609)。

一方
、 日本は朝鮮の先進文化 を受 け入れ、徳川幕府の将軍が変 るたびその権威 を国

際 的に認 めて もらうために朝鮮 に使節 の派遣 を要 請 して きた。 これ に対 して朝鮮 は

1607年 か ら1811年 まで12回 に渡 って通信使 とい う名で使節 を派遣 した。通信使の一・行

が多 いときは400人 あ ま りにな り、 日本 において は国賓 として礼遇 した。 日本 はこの

人 たちを通 じて朝鮮の先進学 問 と技術 を学ぼ うとした。従 って通信使は外交使節 の役

割 だけではな く朝鮮の先進文化 を 日本 に伝播す る役 割 もした。(130-131頁)

そ して、通信使 の行路 を陸路 と海路 とわけて表 した地図が添付 されてお り、補充説明 と

して"日 本にはこれ らの行路 に従 って通信使 と関連す る遺物や遺跡が多 く残 されている。"

としている。そ して1711年(粛 宗37)に 派遣 された朝鮮 通信使の行列 も中心 の正使 の行列

部分が(131頁)絵 で提示 されてい る。

この ような政治的、文化 的な側面か ら友好関係 にな り、17世 紀以後か らは経済的な交流

もたいへん活発 に展 開されたと記述 されている。倭館開始 を通 じて活発 に展 開された貿易

には、朝鮮 は人蓼、お米、木棉 な どを売って、清か ら輸入 した品物 を引 き渡す中継貿易 も

あ り、反面 日本 か らは銀、銅、硫黄、胡椒 などを輸入 した と記述 している。(181-182頁)

貿易 は正常的な開市 だけではな く密貿易 の後、市 も私商たちによって活発 に展開されてい

た ことも補充の説明 と地図に表記 してい る。

以上 の朝鮮時代 の 日本 との交流 も貿易 を通 じて物的交流 の場合 を除 くと朝鮮か ら日本へ

伝 えたことに対 して多 く記述 されている。 ただ し経済構造 と経済生活の段落 の重要年表 に

は、1763年 に`さ つ まい も(甘 藷)の 伝来'が 表記 され てい る(135頁)こ と(こ れ も日

本か ら伝来 されたとい う記録 はない)と 、韓致瀟 の海東繹史 とい う歴史書 を編纂 しなが ら

日本の資料 を参考 にした(316頁)と い う事 実に関す る指摘 な どが朝鮮 に及 ぼ した 日本 か

らの影響 として把握 されているだけである。

4.韓 日交流の記述の変化

韓国の歴史教科書の 日本関連 の記述 も、歴史的な認識の変化、新 しい研 究成果の出現、

誤 りや失敗 に対す る学界か らの指摘 な どを受け入れ続 けて修正 されて きた。 ここでは第7

次`国 史'教 科書 とその直前の第6次`国 史'教 科書 との比較 を通 じて最近変化のあった

部分 を調べ てみたい。

韓国 は第7次 教科書においては韓 日関係の記述が多方面で修正 された。 日本 を客観的 に

み ようとする努力が見受 け られる。 これは新 しく書 かれた第7次 教科書 と第6次 教科書 と
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の比較か らみてもす ぐにわか る。全面的に変 わったところはないが、記述の内容 も一部変

わった ところがあ り、記述方法 も変化 してお り、また 日本 と関連す る論及の回数 も若干変

化 したのである。多 くの変化の中で特徴的な変化 のい くつか を挙 げてみる と次の とお りで

あ る。

一・番 目に、韓 日関係の記述比重が多少多 くなったのである。特 に高麗時代の韓 日関係 の

記述の比重が少 し多 くあったため時代別のア ンバランスが均等 になった。 これ までのあま

り交流が なかった時期つ ま りあま り注 目されていなかった部分か ら前向 きになった面があ

る。 これは前後の時期 とある程度の均衡のための意図であ るとも思 われる ような、分類史

の体制が変化 し社会史 の ところが多 く補足 された。そ して渤海 と日本 との関係 について も

記述分量が多 くなった。

二番 目に、 日本 に影響 を与えた とす る記述の表現が随分緩和 された。一方的 な影響の強

調か ら客観性 を保持 しよう とす る努力 の一つ として考 えられる。例 えば次の表2の とお り

である。

表2第6次 の教科書 と第7次 の教科書の表現強度の比較

第6次 教科書(1996年) 第7次 教科書(2002年) 比較

一百済は6世 紀中頃日本に仏教を伝え、多

くの僧侶 を送 り日本仏教の基礎を固めた。
(百済)聖王は…日本に仏教を伝えたりした。

基礎 を固めた
→伝えたりし

た(上85)
(54)

新 しい品物を持って日本へ渡って行ったわ

が国の人たちは古代の日本人を教化 させた。

(上100)

三国の文化が日本に伝播され日本の古代文

化の成立 と発展に大 き く影響を与えた。 教化→影響
(260)

この地三国の音楽 も伝えられ、高句麗楽、

百済、新羅楽などの名前まで生 じて、日本一
の音楽の主流となった。

三国の音楽も伝 えられ、 日本の音楽に大き

く影響を与えた。

主流→大 きく

影響

このように三国時代にわが国の流移民たち

が日本列島に渡って行って、先進技術 と文

化 を伝 え、大和政権を誕生させて日本古代

の飛鳥文化を成立させることに尽 くした。

このように三国の文化は6世 紀頃の大和朝

廷の成立と7世 紀頃奈良地方で発展 した飛

鳥文化の形成に大きく影響を与えた。(261)

誕生、尽 くす
→影響

特 に審祥によって伝えられた義湘の華厳思

想 は日本の華厳宗を大きく興こしたりもし

特に審祥によって伝 えられた義湘の華厳思

想は日本の華厳宗を興こすのに大きく影響

大 きく興こし

た りもした→

興こすのに大

きく影響を与

えた

た 。(上101-102)一 を与 え た。(261)

それから東アジアの文化的後進国であった

日本は、朝鮮から活字、書籍、絵、陶器i

などの文化財を略奪 し、大勢の技術者や学

者などを拉致 して行った。これらと一緒に

朝鮮の性理学 も伝えられ、 日本の文化発展

に大きく影響を与えた。(上187-188)

壬辰倭乱は対外的に日本の文化が大 きく発

展できるように動機付けを与えた。 日本は

朝鮮か ら活字、絵、書籍、などを略奪 して、

性理学者や優秀な印刷技術者及び陶器技術

者などを捕虜として捕 らえて行って、 日本
の性理学や陶器文化の発展に基礎を固めた。

(112-113)

大 きく影響→

動機付け

(李滉)彼 の思想はわが国だけではなく日本

の性理学の発展に大きく影響を与えた。

(上214)

李滉の思想は壬辰倭乱後 日本に伝えられ、

日本の性理学の発展 にも影響 を与 えた。

(294)

大 きく影響→

影響
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三番 目に、 日本 と関連する記述において客観性 を保 とうとした。記述その ものにおいて

も両 国の状況 をで きるか ぎ り客観的に記述 しようとす る傾 向が高 く、例 えば次 のとお りで

ある。

三国 と統一新羅の文化が 日本 に及 ぼ した影響 につ いて説明 した後 、"し か し8世 紀末 に

至って 日本が平安遷都か らは外国文化の影響か ら脱 しようとす る動 きが起 きた。(261頁)"

とい う今 までなかった説明 を添加 してい る。 これは以後 日本文化 の独 自性確保 のための努

力を評価するこ とだけで はな く、次の高麗 時代 における日本 との関係が多少疎遠 された原

因を理解するに役 に立つ ことである。

壬辰倭乱の前後のいろいろなことに対する記述が客観性 を維持 しようとする努力が多 く

見 られる。 まず壬辰倭乱の起 きる前の状況を記述する過程で、第6次 教科書 においては三

浦倭乱 をは じめ倭冠 の騒乱が よく起 きた とい う事実その ものだけの指摘 にす ぎないが、第

7次 教科書においては三浦倭乱や乙卯倭 変が起 きた原 因として、 日本人の増加 した貿易要

求に対す る朝鮮政府 のコン トロール強化 を指摘 している。 このような説明は 日本人たちの

騒乱が単純な略奪欲 か らで はな く、その裏には貿易 と関連する経済的な利害 関係があった

ことを理解するのに役立つのである。

壬辰倭乱が終 わってか ら朝鮮 と日本 との外交関係が再び正常化 され通信使が派遣 され る

過程に対す る説 明においては、第6次 教科書 においては"日 本 は朝鮮 を文化 の先進国 とし

て使節 の派遣 をお願 い しにきた。(下22--23)"と 朝鮮 を先進国 としての地位 だけを強調 し

ているが、第7次 教科書 においては"日 本は朝鮮の先進文化 を受 け入 れ、徳川幕府の将軍

が変 わるたびその権威 を国際的に認 めて もらお うと朝鮮 の使節 の派遣 を要請 して きた。

(130-131)"と 日本 の先進文化 の受容意志 の他 に、集権者の政治的 な目的を添加するこ と

に よって国交再開の原因をよ り詳 しく表現 している。

表3第6次 の教科書と第7次 の教科書の表現の客観性の比較

第6次 教科書(1996年) 第7次 教科書(2002年) 比較

倭冠を操縦 していた日本の封建領主たちは

略奪行為が難しくなると交易を懇請してき
これによって侵略と略奪が難しくなった倭

冠たちが平和的な貿易関係 を要求 してくる
懇談→要求た。朝鮮はこれをきっかけに交隣政策とし一

て癸亥約条を締結して限られた朝貢貿易を

許 した。(上184-185)

と、朝鮮は一部の港 を開放して限られた貿一
易 を許 した。(log-lla)

従って日本は経済的な厳しさを経た。戦乱

後成立された日本の徳川幕府は先進文物を

受け入れようとして対馬島主を通 じて交渉
の許しを朝鮮に懇請した。(下22-23)一

壬辰倭乱で侵略された朝鮮は日本 との外交

関係 を打ち切った。 しか し日本の徳川幕府

は経済的厳しさを乗 りきって、先進文物 を

受け入れるために対馬島主を通 じて朝鮮に

国交を再開するよう要請 してきた。(1609>.

(130-131)

懇請→要請

日本での明治維新、…ただし日本だけが西

洋列強とすばやく妥協 して積極的に近代化

政策を進めた結果、帝国主義の列強の隊列

に入るようになった。(下5)

日本 における明治維新、…ただし日本だけ

西洋列強と妥協して積極的に近代化政策を

進めた結果、帝国主義の列強の隊列に入る

ようになった。(120)

すばや く 削

除
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四番 目に、用語 において も客観 的で適切 なものを使お うと努力 している。 日本 に対 して

少 しへ りくだった表現や よくないニュアンスの表現が客観的な用語へ と変わった。例 えば

次の表3で わか るように交易 を`懇 請'し たを 要 求'し た という表現 を使 い、交渉 を

`懇請 した を`要 請 した とい う表現 に変 わ
った ことが挙 げられてい る。 また 日本の近

代化 を西欧か ら受 け入れた事実に対す る説 明にも、従来 は"日 本だけが西欧列 強とすばや

く妥協 して積極的に近代化の政策を進めた結果、帝国主義の列強の隊列 に入れ られた。(下

5)"と い うところか ら`す ばや く'と い う表現 を削除 した。 ここでの`す ばや く'と い

う表現 は大人 しくなか ったい うニュア ンスの表われであろ う。

5.お わ り に

以上 のように韓 日交流 に対する`国 史'教 科書の記述 は相当の部分が客観性 をもつ方向

へ と変化 して きた ことがわかる。 この ような変化 は今 までの学界の研究成果に よることで

もある し、 またもう一段階に成熟 した社会 の様子か ら縁 由されたことであろう。今後 この

ような変化は もっと好 ま しい方向へ と進展 されると思われる。

韓 日の交流 は韓 日関係の学習に重要 な一部分であろ う。 ともすれば対立 ばか りが強調 さ

れ る可能性のある日本 をみる見方を微弱であ りなが ら均衡 を保つ役割を している と言 えよ

う。 もちろん`交 流'と い う事実が`侵 略'を 相殺 させ るには無理があるが、歴史 をみ る

多様 な見方 を広 げている点においては、両国の未来の関係設定には役 に立つ歴史的な経験

だと認識 しなければな らない。

しか し、あま り肯定的 な側面ばか りを強調するための交流が利用 されることは避 けるべ

きであろう。また交流 において一方的 な影響 ばか りを強調す ることによって、 むしろ相手

に対す る敵対感の強度 をよ り大 きくす る方便 として利用 され ることも警戒すべ きであろう。

相互の差 を尊重する認識転換 と歴史的解釈 における客観性 を高める努力が要求 されると思

われる。

いずれ にしても`国 史'と い う教科 目か ら民族 を脱却 させることがで きない とす るなら

ば、そのなかで客観性 を高め る努力 を尽 くす ことが最善の方策であろう。そのような努力

が両 国の間でお互 いに行われ、次 の世代 にはより良い関係 として発展 させ てい くための も

とになるように願 っている次第である。そのために、民間 レベ ルでの対話 が拡大 され蓄積

される必要があ るとい うことはい くら強調 して もしす ぎない。 なぜ な ら、 この ような結果

は結局次の世代の歴史教育へ と伝 えられるか らである。
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注

1)本 稿に使 った教科書は次のとおりである。国史編纂委員会 ・一種図書編纂委員会、『高等学校国史』、

(株)斗 山、2002。 以下 『高等学校国吏』教科書は`国 史'教 科書 と略称する。なお、本文中の括弧の

中の数字はこの教科書のページを表す。

2)第7次 国史教科書の諸般特徴に関しては次の論考 を参考 していただきたい。禺仁秀、「第7次 教育課程

高等学校国史教科書の内容分析」、『歴史教育』84、 歴史教育研究会、2002。

3)韓 国近現代史は人文系高校2・3年 生の中で選択 した学生に限って学ぶようになっている。つま り入

つの社会科 目の中から選択するようになっており、その中の歴史科 目は 韓 国近現代史'と`世 界史'

が含まれている。現実的に先の二つの科 目両方を選択す るとか両方 とも選択 しない場合はほとんどな

く、二つの中か ら一つを選択する場合が多い。 しか し実業系高校の場合は歴史科 目が一年生の時`国

史'だ けである。 韓 国近現代史'と`世 界史'は 検認定の各4種 の教科書が出版されている。

4)歴 史教育や歴史教科書を中心に、今まで行われた韓 日間の学術交流は次の論考にまとめ られている。

鄭在貞、「争点と課題:韓 国と日本の歴史教育」、『歴史教科書の中の韓国と日本』、図書出版慧眼、2000。

5)代 表的なこととしては歴史教科書研究会と日本の歴史教育研究会の活動があげられる。二つの団体に

おける今までの研究成果は次の書物によくまとめ られている。歴史教科書研究会 ・歴史教育研究会、

『歴史教科書の中の韓国と日本』、図書出版慧眼、2000。

6)一 つの文段の中で数回日本が論及されても一回と処理 した。

7)例 えば、以前の第6次 教科書においては三国時代28回 、南北国時代13回 、高麗時代6回 、朝鮮時代64

回と、合計111回 に渡って論及された。国史編纂委員会 ・一種 図書編纂委員会、『高等学校国史(上 、

下)』、大韓教科書株式会社、1996。 それか ら本文の中で、第6次 教科書の内容と関連する記述の中に

提示 された括弧の中の数字はこの書物のページを示す。
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